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１本（行き止まりの地形） ○ 複数本

10km以上 ○ 5-10km未満 5km未満

道路・住宅地に浸水あり 道路・住宅地に浸水なし

道路・住宅地やその周辺に危険個
所あり ○ 道路・住宅地に危険予箇所なし

道路・住宅地に浸水あり ○ 道路・住宅地に浸水なし

６弱以上 ５強以下 ○

道路・住宅地に危険あり 道路・住宅地に危険なし

２．人的資源 30世帯以上 ○ 10から30世帯 10世帯未満

１．孤立に関わ
る災害危険度

⑤津波

⑥地震

⑦その他に想定される災
害

①世帯数

①他地域との道路の接続
本数

②役場からの距離距離

③洪水

④急傾斜地

地域防災力のチェックリスト 

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

(1)人的資源

  世帯数

(1)人的資源

   年齢構成

(2)地域活動度

   集落機能

(2)地域活動度

     関係機関との連携

(3)防災計画

　　防災活動の体

　制、取り決め

(3)防災計画

　 訓練・学習

(4) 施設基盤

0.00

0.25

0.50

0.75

1.00

(1)人的資源

  世帯数

(1)人的資源

   年齢構成

(2)地域活動度

   集落機能

(2)地域活動度

     関係機関との連携

(3)防災計画

　　防災活動の体

　制、取り決め

(3)防災計画

　 訓練・学習

(4) 施設基盤

災害危険度と地域防災力を指標として、自

治体内の集落を比較することにより… 
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・集落の防災対策の方向性（自助を育成ま
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地域防災力の評価例 

集落間の比較 

自治体において、集落における地域防災力を評価 
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 道内集落の防災活動に関わる実態把握調査及びその分析を基に、地域防災力の評価指標を整理

し、集落の地域防災力評価手法を作成しました。 

 自治体が地域防災計画における地域防災力の向上や孤立地区対策を推進するために、集落の地

域防災力の現状や傾向を把握する手段として活用していくことができます。 

 

北海道における集落の地域防災力評価手法に関す
る研究 

北方建築総合研究所（担当部科） 
環境科学部都市防災科 
 

 農業センサス・漁業センサスの集落の地勢、形態を

もとに北海道の沿岸域の漁業集落と中山間地の農業

集落の分類を分析しました。また、内閣府調査におけ

る北海道分のデータを基に、孤立可能性のある集落の

地勢、形態など集落分類ごとの特徴や孤立の要因、集

落の分布・戸数、役場からの距離などの属性を分析し

ました。 

 次に孤立可能性のある集落の多い沿岸域、中山間地

の集落を対象に、役場の聞き取り調査や現地調査、孤

立災害事例調査を実施し、孤立危険度、地域住民属

性・地域活動、防災対策の実施について分析しました。

これを基にして集落の地域防災力の評価指標を検討

し、評価手法を作成しました。

 平成 16 年新潟県中越地震における中山間地域での

集落において地すべりや斜面地崩壊による孤立の発

生や要援護者等への対応支障など災害対策の課題が

明らかになりました。また、内閣府調査（2005）に

よると北海道の集落においても災害時に孤立発生の

可能性があるとされています。 

 この研究では、大規模災害発生時に孤立が想定され

る道内の集落を対象として、集落の防災活動に関連す

る指標を整理し、北海道の集落の地域性を考慮した地

域防災力評価手法の開発を行うことを目的としてい

ます。 
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図３ 評価手法の防災対策への活用の流れ 

図１ 沿岸域の漁業集落数 図２ 中山間地の農業集落数

研究期間：平成１９～２０年度（終了）

研究区分：一般試験研究 
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